
阿部 俊彦（立命館大学 理工学部 建築都市デザイン学科 准教授）

アフターコロナ時代の 
まちづくりと都市・地域デザイン
都市は、成長から成熟、そして縮小時代に入りました。
人口減少、地域経済の衰退、超高齢社会、頻発する大規模災害、そして、新型コロナウイルス感染症の拡大。
社会情勢が大きく変化する中、都市計画や地域デザインも、新しい時代の対応が求められています。
住まい、防災、移住、公園、道路、景観、コミュニティなどの最新の動向を紹介し、未来のまちづくりを見
据えた展望についてお話しします。
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東日本大震災の復興事業で整備された防潮堤の事業費は、約1.4兆円（2015年度末現在）

国の主導で、東日本大震災の復興事業（＝公共事業）は進められた

その象徴としての防潮堤。市民が反対した地区もあったが、その多くが計画通りに作られた。



海と山とまちが一体となった景観が特徴的。８月には、太鼓台が湾を廻る「みなと祭り」が開催されます。

その中心である内湾地区は、全国的にも有名な港町
引用：風待ち研究会

私は、2011年からこれまでの１０年間、宮城県気仙沼市の復興まちづくりに関わってきました。



海の見える最前列で亡くなった人はいない。（気仙沼市の死者・行方不明者数は 1373名）

内湾地区も津波により被災したが、比較的被害は少なかった。

撮影：大井憲一

震災前から、防潮堤の無いまち。しかし、木造の建物は流されましたが、その他の建物は残った。



その理由として、

内湾地区には、高さ５mの防潮堤の計画が示され、市民が反対

撮影：大井憲一

防潮堤によって港町の魅力が失われたら、生業（水産、観光）が続けられない。命は、防潮堤ではなく避難路で守れる。



模型を使ったワークショップで、防潮堤のアイデアを出し合い、ウォーターフロントのデザインを検討した。

撮影：大井憲一



当初、県によるシミュレーション結果は開示されていなかった。協議を進める上で何度もやり直しを提案。

撮影：大井憲一
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出典：気仙沼市コンペ要項より 出典：内湾地区復興まちづくり協議会資料



防潮堤の高さを低減させた。

市民が納得いくまで防潮堤のデザインとまちづくりを検討

県、市、まちづくり会社が調整し、斜面緑地と観光施設で防潮堤を挟み込んだ。



海とまちを断絶しかねなかった防潮堤計画でしたが、最終的に、海とまちをシームレスにつないだ空間をが実現

海とまちが一体となったウォーターフロントの景観

写真提供：かとうまさゆき写真事務所



斜面緑地や階段は、あくまでも避難施設として整備　　　でも、ふだんは、市民や観光客のための公園として利用

津波を防ぐための防潮堤を、市民や観光客が集まる広場へ



防潮堤を観客席に使って野外コンサート　　　　防潮堤の壁面を使ったイベントアート

使うのは市民。市民が公共空間をデザインする時代に



NYでは、コロナ対策として、道路空間をテラス席として利用したり、セントラルパークでは大規模コンサート。

ウィズ／アフターコロナにより、屋外空間の活用が進む？

引用：まち座（学芸出版社）ホームページより



国交省がテラス席の利用の際の許可基準を緩和。時限的な仕組みが「歩行者利便増進道路＝ほこみち制度」へ

ウィズ／アフターコロナにより、道路が変わる

引用：おおみやストリートテラス（UDCO 新津瞬さん）



国交省の道路部局が作成したパンフレット。道路に車以外の人やスモールモビリティが描かれている。

ウィズ／アフターコロナにより、道路が変わる

２．
◆қٝ・ద

ಕ࿑策を௪じてࣰ現をࢨす2040೧のೖຌऀ会の姿と
策の๏向を案するビジョンを策ఈ

●移ಊの効ི、安સ、環境ෝ荷のऀ会ద課ୌ
デジタϩٗढ़をフϩ༽してಕ࿑を「Կ」させ՟ୌմ݀

●ಕ࿑は古པ、ࢢ供が༣び、井戸会議を行うのਕ々の交ླྀの
ಕ࿑にコミュニケーシϥϱؔۯとしてのؽを「յؾ」

●「SDGs」や「Society5.0」は「ਕ間ৼのऀ会」のࣰ現をඬ
ಕ࿑ࡨのݬ఼は「ਕ々の߀せのࣰݳ」

公園のようなಕ࿑ వะ（サービス）の移ಊ

え๏ߡຌదなخ◆

ᶅ௪ؾ・ۊϧッシュ
がভ໕

• テレワークの及により
௪勤の義ແదな移ಊが
激減

• 居ेஏから৮までの距
の༁がভ໕し、ஏ๏への
移े・居ेがଁ加

ᶆޮԄのようなಕ࿑に
ਕがᷕれる

• ྃ行、散策など楽しむ移ಊ
や଼在がଁ加

• ಕ࿑がアメニティ空間とし
てポテンシャルを揮

ᶇਕ・モノのҢಊが
ࣙಊԿ・ໃਕԿ

• ࣙಊ運サービスの及に
よりマイカーॶ༙のライフ
スタイルが過去のものに

• eコマースのਃಃにより、
ླྀのঘ口ഓૻがଁ加し、
ໃਕླྀも及

ᶈవะ(サービス)のҢಊ
でまちが࣎々ࠃ々と
รԿ

• 飲ৱవやスーパーが顧客の
求めに応じて移ಊし、ಕ࿑
の࿑ଈで営業

• 山間ஏでは、ಕの駅と
移ಊঘ型వะがेにਫ਼活
サービスを供

ᶉ「අࡄするಕ࿑」から
に「ԋするಕ࿑ٻ」

• 災害モードのಕ࿑ネット
ワークが交௪・௪৶・ుྙ
をઊすることなく確ฯし、
ਕໍ救ঁとඅ災ஏ旧を
援ࢩ

マイカーを࣍たなくてもสཤに安ৼして移ಊできる
モビリティサービス

ポストコϫナの
しいਫ਼༹ࣞਕݰঙऀճ

デジタϩトϧϱス
フォーメーシϥϱ

（ＤＸ）
รಊޫـや֒ࡄ
イϱフϧټԿ

◆ಕ࿑のܢ৯がรわる ～５つのগཔ～

＜するकなSDGsܐؖ＞



阿部研究室の「パブリックハック」の取り組み

ウィズ／アフターコロナにより、駅前広場が変わる？

公共空間において、個人が自分の好きなように過ごせる状況が実現すること。賑わいづくりとは異なる、そのまちらしい魅力をもたらす。
（引用：笹尾和宏さん）



駅前広場をシェアスペースへ　

ウィズ／アフターコロナにより、駅前広場が変わる

引用：あべるとよたプロジェクト（園田聡さん）



日本の公園は、禁止ルールが多くて、使い勝手が悪い。緊急事態宣言明けも、誰も使っていない。。。

一方、なかなか変わらない日本の公園



空き地や駐車場のほうが、オーナーの了承を得られれば、自由に使える。

ウィズ／アフターコロナにより、空き地が変わる

カナドコロ（工学院大学遠藤研究室） 引用：新津瞬（UDCO）

人口減少で、土地余ってくる時代。公園だけでなく、空き地や空き家も自由に使える場所になるのでは？



駅前広場だけでなく、公園でも何ができるのか？どこまでできるのか／できないのか？を試してみる。

それでも諦めないで、公園を変える！！

パブリックハック＠某公園



日本はコンパクトシティが標榜されていたが、最近は、コンパクト＋ネットワーク？？？

ウィズ／アフターコロナにより、都市構造が変わる

引用：パリの 15min City引用：国土交通省

コンパクトの中身をきちんと考える。公共交通の利用を促進させると健康になるといるデータもある



「ITベンチャー企業のサテライトオフィスに選ばれたまち」として有名な徳島県名西郡神山町。

ウィズ／アフターコロナにより、地方への移住は進むのか？

引用：神山町ホームページ

人口減少が進み、郊外や地方が淘汰される中で、神山町のような尖ったまちが残る。



３D都市モデルの情報がオープン化され、サイバー空間で未来のシミュレーションができる。

Society5.0により、都市の未来が予想できるようになる？

引用：国土交通省 PLATEAU 3Dモデル導入のためのガイドブック



ハザードマップによって、土地の価値が下がるので昔は公開されていなかったが、今は、

すでに東京都から、危険度ランキングが示めされている

詳細なシミュレーション結果が公開されている。これらを使って、住民が安全で魅力的なまちを考える時代。



交通のシミュレーションにより、不要な道路や駐車場が見えてくる→歩行者の居場所が増える。

交通のシミュレーションと自動運転の技術の進展による都市への影響は？

自動運転が進むことにより、道路に車が溢れる可能性もある？？？→地球環境問題の悪化？

引用：国土交通省 PLATEAU 3Dモデル導入のためのガイドブック



地域コミュニティの情報、それをもとに作成した未来のまちのイメージをデータベース化

コミュニティの情報もデータベース化されて自由に入手できる？

して、災害時に活用できるような試み。（ただし、個人情報の課題をどのようにクリアするのか）

引用：早稲田大学都市・地域研究所
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都市計画法は、成長時代における都市開発とコントロールのために作られたもの。

１００年前に制定された都市計画法をまだ使っている

果たして、縮小時代の役に立つのか？→地方都市で、昔の道路拡幅計画にお金をかける必要があるのか？



新しい都市計画法に転換する時期が来ている！！

下北沢では、都市計画道路や駅前広場の整備によって「シモキタらしさ」が失われてしまった。



これまでの都市マスタープランは、５年もしくは１０年ぐらい先を目標に策定されてきた。

先が見えない時代だからこそ、未来を描くことが大切

固定観念を取り払うためには、３０年後の望ましい未来の選択肢を描き、そこからバックキャストする。

シナリオプランニングについて 手順

2050 年のおおい町の状況の整理
process 将来数十年の視点からみたおおい町の課題と社会環境を考える1

日本における 2050 年のトレンド おおい町  2048 年の廃炉後のトレンド
以下は、おおい町人口ビジョンや全国平均値などを参考に阿部が推測以下は、三浦展「データで見る 2030 年の日本」より

人口が１億人をきる

働き盛りは人口の３割
( 現在は 4割 )

20～49 歳

( 現在は 941 万戸 )

( 現在は 8102 人 )

空き家数 1549 万戸

5人に 2人が高齢者

2050

１億

空き家

人口は現在の半分 4325 人

2050

( 現在は 3人に 1人 )

5 人に 2人が高齢者

働き盛りは人口の 2.5 割
( 現在は 3.5 割 )

20～49 歳

空き家数 2000 戸



アーバンデザインセンターびわこ・くさつでは、２０４０年のまちの未来を描くワークショップを実施。

ローカル／グローカル、個人／シェアのバランス
を市民が選択することになる。

最悪な未来に向かわないように、望ましい未来に向かうためのまちづくりがスタートしている。



まとめ
１．使うのは市民。市民が公共空間をデザインする時代 
→アフターコロナでは、ますます屋外空間利用が促進されて、市民が主体となって道路、駅前広場、公園、空き地を自由に使えるよ
うになる。駅中心のまちづくりとは限らず、地域の拠点（公園、水辺、スポーツ施設、コミュニティ施設）を中心とした構造へ。 

２．郊外や地方が淘汰される。尖ったまちが残る時代 
→コロナ禍により、三密を避けられることと、リモートワークの普及により、郊外や地方への移住が進むという見方がある。一方、
アフターコロナでは、その反動でますます都心回帰が進むという２つの見方がある。いずれにせよ、人口は減っているので、都心も
地方も、尖ったまちしか生き残れない。 

３．まちの未来を予想ができるようになる時代 
→３D都市モデルの情報公開など、デジタル化・オープン化が進んだまちほど、シミュレーションが進み、未来を予想できる。すなわ
ち、そのようなまちでは、災害危険エリアや交通環境を予測できるので、多くの市民が最適な居場所を選択することができる。 
→一方で、個人情報の問題など、情報公開進むことに不安を感じる市民もいる。デジタル社会においても、ローカルなコミュニティ
の重要性は変わらない。 

４．縮小時代が始まり、まちづくりの常識も変わる時代 
→我が国では、１００年前につくられた成長期のための都市計画法をまだ使っている。固定観念にとらわれて、当面の課題解決だけ
に終始すると、良かれと思って実施した政策や都市整備が、数十年後に市民の価値観とはズレたものになる。それらは負の遺産と
なってしまう。 
→先が見えない時代だからこそ、望ましい未来を描く必要がある。そのバックキャストによるまちづくりを推進する時代。


